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研究要旨 

 愛知県大府市は、JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study，日本老年学的評価研究）

プロジェクト2013年調査に参加した30市町村の中で、多くの健康指標において良好な結果

を示していた。そこで、それに関連しうる要因を大府市の保健・介護予防担当職員のグル

ープインタビューによって探索し、分析計画を立案することを目的とした。 

その結果、健康に関連しうる要因として「ウォーキングが盛ん」「リーダー養成が盛ん」

「集まれる場所が多い」「野菜づくりや就労している人が多い」ことなどが関連している

かもしれないとの意見が出された。これらのうち、得られるデータの制約などから、ウォ

ーキング、歩道整備、児童老人福祉センター利用に着目した分析から進める計画を立案し

た。 

A. 研究目的 

大府市は、JAGES（Japan Gerontological 

Evaluation Study，日本老年学的評価研究）

プロジェクト 2013年調査に参加した 30市町

村の中で、多くの指標において良い結果を示

した（図表 1）。2010 年調査にも参加してお

り、そのデータでも、大府市は転倒、物忘れ、

残歯数などで良い結果を示していた（図表 2）。   

その理由がどのような要因にあるのかは、

今まで検討されていなかった。そこで、第 1

に、グループインタビューを通じて専門職の

意見を収集し、関連しうる要因を探索し仮説

生成をすること、第 2 に、その仮説を検証す

る分析計画を立てることを目的とした。  

 

B. 研究方法 

11月20日の午前10時から、グループイン 

タビューを行った。 

1． 調査対象者 

 大府市役所 健康文化部長久野幸信、健康

文化部健康推進課健康都市推進室の島田真希、

健康推進課長末廣昭一、健康推進課保健指導

係長木學由賀、健康推進課保健師霜越純子、

健康推進課健康都市推進室主査遠藤崇広の6

名を対象にグループインタビューを行った。

調査者は、近藤、斎藤、村田の3名でお話しを

伺った。  

2. インタビュー内容  



 大府市の健康指標が良いことを、図表1・2

などを用いて説明後に、その原因として思い

当たることなどを発言してもらった。 

3. 分析方法 

出された意見の内容が似たもの同士をまと

めて関連要因とした。その意味内容から高齢

者の良好な健康と関連しうる仮説を整理した。

その後、提供を受けられ分析に使えるデータ

から分析可能と思われる仮説を選択し、検証

のための分析計画を立案した。 

 

（倫理面の配慮） 

本研究は東京大学医学部倫理審査委員会の承

認を得た（番号10555）。 

 

C. 研究結果 

 健康に関連しうる要因として「ウォーキン

グが盛ん」「リーダー養成が盛ん」「集まれ

る場所が多い」「野菜づくりや就労している

人が多い」ことなどが関連しているかもしれ

ないとの意見が出された。 

「ウォーキングが盛ん」 

• 趣味がジョギング・散歩の人の割合が多い

かも知れない  

• あいち健康の森公園・大府みどり公園など

を歩いている人が多い 

• 石ヶ瀬川沿いの遊歩道・（1991年に完了し

た）江端区画整理区域内の緑道（四季の路、

ふれあいの路）や鞍流瀬川沿いには「せせ

らぎの道」が整備されておりこれら整備後

にそこを歩く人が増えた  

• 都市計画法に基づく公園とは別に前述の

遊歩道や緑道等を活用し市内の公園を結

ぶウォーキングトレイル計画も立案され

順次整備が進んでいる 

• 歩く企画を毎週5地区のどこかでやってい

る  

• 企画は年間44回、延べ2182人、参加者のほ

とんどが高齢者である 

• 参加人数が地区によって違う、そのデータ

はある、20－60人くらいは集まる 

• 11月下旬には全市レベルでウォーキング

大会をやっている 

「リーダー養成が盛ん」 

• 1 9 9 5年から県による健康づくりリーダ

ー・介護予防リーダー養成講座の会場とな

る隣接する東浦町に「あいち健康プラザ」

があるので参加率が高いかもしれない 

• 市が至学館大学に委託して「おおぶ元気創

造大学」（健康づくり推進員養成の場）に

取り組んでいるが近隣市町村より早めに

始まった 

• 一回に40人くらい養成、活動につながるの

は修了者の１割程度にとどまるが推進員

の登録は70人になっている。 

• 地域間で活動に差が出るがそれは登録人

数の差なのか熱心さの温度差なのかはわ

からない 

• 北山・東山地区にはリーダーが少ない、そ

れもあって神田地区に統合された 

• 食生活改善推進員の活動が活発である、ピ

ーク時の100人から34人へと人数は減って

きているが残っている人達は一生懸命で

ある 

「集まれる場所が多い」 

• 公民館や児童老人福祉センター（子ども施

設と老人憩いの家を合築した複合施設で、

全国的にも珍しい）など拠点が多い  

• 最近では高齢者などの集まれる「ふれあい

サロン」が100か所以上整備されまちに出

やすい環境ができている  

• 小学校区毎に一つ以上拠点がある 

• 児童老人福祉センターは全国基準では中

学校区に一つだが大府市では小学校区毎

にある 

• 児童老人福祉センターや公民館などで卓



球が盛ん、利用者人数などのデータは児童

課が持っている 

• 軽い運動（ゲートボール、ボール遊び等）

をするための広場が児童老人福祉センタ

ーにも併設されている 

• 公民館やサロンの数も多い、お寺でもサロ

ンができないか、昔は自然にサロン機能

があったが今は落ちてきているのでは

ないか 

• 特定健診受診率は近隣市町村の中で高い

方（隣の東浦町の方が高いが）、各公民館

で集団健診をやってきた歴史がある  

• 公民館の利用率が高い、公民館の利用者人

数などのデータは生涯学習課が持ってい

る  

• 公民館でやっている「寿大学」、月に1回、

70－100人くらい集まる  

• 食生活改善推進員の活動は公民館を拠点

にした事業が多い、地区ごとの教室の参加

者数は把握している、参加者のほとんど高

齢者、親子向け・メンズなどもある  

• お寺が多いのは刈谷・半田など、古い町で

大府が特に多いわけではない 

• 新設の図書館も「集える場所を作る」コン

セプトだった、ホールやベンチなども配置

した、市役所で不定期（年6回開催予定）

に昼休みコンサート（12時15分から50分）

を開催している 

• 市長が文化に思い入れが強く文化で心の

健康をと言っている 

「野菜づくりや就労している人が多い」 

• 駅から少し離れると農村的な地域が広が

っている、豊かな農村地帯である、  

• 農業後継者は少ないが農業に親しめる環

境は身近にある、 

• 農園・野菜づくりをしている人が多い 

• あぐりタウン「げんきの郷」に出荷して小

遣い稼ぎになっている 

• 就労率が高いかもしれない、トヨタ系の刈

谷の中小企業に行っている人が結構いる 

• シルバー人材センターの登録人数は頭打

ち、他と競合している、シルバー人材セン

ター以外で活動している人が増えている 

その他 

• ゲートボールやる人は車で会場まで行っ

ている、ゲートボール場は江端公園にあり

毎月予約制で都市計画課で管理している

平日は予約びっしり、週末はスポーツ少年

団が使っている、東山・吉田児童老人福祉

センターなどでもやっている 

• 大府地区は旧来からのまちで独居者が多

い、神田地区は比較的開発の進んでいない

地域で子ども達が出てしまっている、北崎

地区は買い物が不便、町が古いところが健

康指標が悪い、共和などは新しい若い人達

が名古屋から入ってきている、新しい宅地

開発・区画整理したところは良い印象があ

る、江端も区画整理をしたところ 

• 働き盛りの健康指標ではメタボや糖尿病、

寿命などでは県下で平均的である 

• 大府市や知多北部は介護施設が多く認定

率も低くはない 

• その他の要因として市民の健康づくり意

識の高さがあるのではないかという意見

があった、例えば健康都市宣言をして健康

づくりにまちぐるみで取組んでいる国立

長寿医療研究センターやあいち健康プラ

ザなど健康に関する先進施設が立地して

いることなども市民の健康意識の涵養に

寄与している可能性がある。 

 

D. 考察 

 以上のような情報と、大府市から提供を受

けられるデータなどから、図表3に示した3つ

の仮説について仮説検証のための分析を行う

計画を立てた。その3つとは、「ウォーキング



が盛んだから」「歩道整備後に歩く人が増え

たから」「児童老人福祉センターや公民館の

利用が盛んだから」健康指標が良いである。 

来年度にかけて、検証を行って行く計画で

ある。 

 

E. 結論 

 以上、大府市の多くの健康指標が良好であ

ることに関連しうる要因を担当職員のグルー

プインタビューによって探索した．その結果、

健康に関連しうる要因として「ウォーキング

が盛ん」「リーダー養成が盛ん」「集まれる

場所が多い」「野菜づくりや就労している人

が多い」ことなどがあげられた。これらのう

ち、ウォーキング、歩道整備、公民館や児童

老人福祉センター利用に着目して仮説検証を

する分析計画を立案できた。 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

 なし 

2. 学会発表 

 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1. 特許取得  

なし  

2. 実用新案登録  

なし  

3. その他  

なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1：大府市の地域診断書  





図表 2：2010

 

2010 年調査データでの大府市の特徴：転倒

 

年調査データでの大府市の特徴：転倒

  

年調査データでの大府市の特徴：転倒年調査データでの大府市の特徴：転倒、、物忘れ、、残歯数などで良い

 

残歯数などで良い  

 



図表 3：分析計画  

 

 

背景：2010 と 2013 年調査で、大府市（WHO 健康都市）の高齢者が他の市町村の高齢者よ

りも健康であることがわかった。  

 

目的：なぜ大府市の高齢者は元気なのか？を他の市町村との比較や大府市から提供を受けた

会員や利用者数のデータ等を通して明らかにする。  

 

分析方法：市町村または小学校区などの小地域を分析単位とする地域相関分析を行う。下記

の他、知的能動性やうつリスクなどいくつかの健康指標との関連も分析する。  

 

仮説 1 ウォーキングが盛んだから？  

 ウォーキング実績＝歩行時間（30 分未満  or 30 分以上  or 60 分以上  or 90 分以上） 

と下記の項目との相関を検討する  

・転倒、運動機能の低下  

・スポーツの会参加率  

・社会参加全般  

・友人と会う頻度  

・社会的サポート  

 

仮説 2 歩道整備後に歩く人が増えたから？  

 大府市から歩道の位置情報と整備年のデータをいただき、対応する小学校区を判別

し、歩道後にその小学校区における歩行関連の指標に変化は見られるか検証する。  

・歩行関連指標＝歩行時間（30 分未満  or 30 分以上  or 60 分以上  or 90 分以上）  

 などの変化  

 

仮説 3 公民館や児童老人福祉センター利用が盛んだから？  

 児童老人福祉センター利用実績（％と実数）×ウォーキング実績（会員数、高齢者

の歩行関連指標など）  

 

 児童老人福祉センター利用実績 × 下記の項目  

・趣味の会  

・ボランティア  

・社会参加全般  

・友人と会う頻度  

・社会的サポート  


